
 

 

 

 

 

あけましておめでとうございます 

 昨年の１年を表す漢字は「税」でした。私個人とし

ては、「命」ということを２学期の終業式に話しました。

子どもたちには、「今」を大切にし、家族のつながりを

大事にしてほしいと願っています。そして、自分にか

かわってくださる多くの方への「感謝」の気持ちをい

つも忘れずに過ごしてほしいものです。 

 

たつのワーカーズ職業体験（１２／１４）５年 

   

   

 「知らなければ、決められない」 

ワーカーズ代表の方があいさつで、言

われた言葉が印象的でした。１０の職

業から、西栗栖の子たちは、自動車整 

備、設計、保育士、洋菓子づくりを選んで体験しまし

た。夢を求める一つの経験になるといいですね。 

 

救急救命講座（１２／１９）６年 

   

   

守ることができる命があれば、６年

生でもできることを・・・。 

消防署からご来校いただき、救命方法

を学びました。胸骨圧迫、気道確保の

方法を教えていただき、全員が人形を使って実技訓練

をしました。実際に使うことがあっては大変ですが、

「助けを呼ぶ」など、できることが一つでも心に残る

とよいですね。 

｢自分で決める｣ 

障がい者は｢困っている人｣｢誰かが助けてあげないと

いけない人｣と思われやすく、｢自分で決める力」があるの

に無視されてしまうことがよくあります。 

たとえば視覚障がい者や車椅子にのった人が、介助者

といっしょに買い物に行ったとき、店員が｢どれになさい

ますか｣と介助者にだけ聞く、といった場合です。ここで

は本人の人格が無視され、本人こそ「決める人」であるこ

とが忘れられています。  

知的障がいがある人の場合は、どうでしょう。「どうせ

何もわからないから」と言って、周囲の人が勝手に決めて

しまうことが多くないでしょうか。適切な選択肢を示し

て尋ねたり、わかりやすく伝えたりすることで、ある程度、

本人の意向をくむことができる場合も多いはずです。そ

うした努力が十分なされていないことはないでしょうか。  

障がい者に限らず、社会（あるいは家庭）のなかで弱い

立場にいる人ほど、意志や気持ちを軽視されたり、「自分

で決めること」を奪われやすかったりします。子どもに対

する親、妻に対する夫、体の弱った高齢者に対する家族な

どは、無意識のうちに強い立場にたって、相手が「決める

力」があること、それを尊重することを忘れてしまいがち

になってはいないでしょうか。 

 

【１月の主な行事予定】 

 ９火 始業式 

１０水 給食開始  学級費振替日 

１１木 わくわくお話宅急便 

１２金 移動図書館 

１６火 委員会活動 

１７水 避難訓練 

２３火 新１年生入学説明会 

３０火 クラブ活動 

※ 毎週木曜日は教職員定時退勤日です 

 

校 報 

  西栗栖 
令和５年度 １月 ９日号 

学校ホームページ URL 
http://nishikurisusyo.tatsuno.ed.jp/ 

人権まなびぃ 

西栗栖地区のみなさま、本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 


